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島
民
や
観
光
客
ら
の
足
を
支
え
る

新
た
な
小
型
船

　

４
月
１
日
か
ら
塩
釜
港（
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト

塩
釜
）と
浦
戸
諸
島
を
結
ぶ｢
浦
戸
し
お
さ
い

海
廊 ｣

に
、
市
営
汽
船
新
小
型
船｢
し
お
ね｣

が
就
航
し
ま
し
た
。｢

し
お
ね｣
は
、
旅
客
定

員
97
人
で
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
船
体
が
特
徴
的

で
す
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
て

お
り
、
ト
イ
レ
に
手
す
り
が
付
い
て
い
た
り
、

車
い
す
用
の
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
た

り
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
第
一
に
、
島
民

の
利
便
性
と
交
流
人
口
の
拡
大
の
た
め
動
き

始
め
た｢

し
お
ね｣

。
島
民
を
は
じ
め
、
浦
戸

小
中
学
校
の
児
童･

生
徒
や
観
光
客
ら
の
足

を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

（※）
塩
竈
〜
浦
戸
各
島
を
結
ぶ
定
期
航
路
の
愛
称

い
つ
も
潮
の
音
が
響
き
渡
る
よ
う
に…

　

船
名
の
決
定
は
公
募
で
行
わ
れ
、
翁
千
秋

さ
ん（
塩
竈
市
）の
作
品
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

翁
さ
ん
は
、
昨
年
度
末
で
廃
船
と
な
っ
た
中

型
船｢

み
し
お｣

の
命
名
者
で
も
あ
り
、｢

み

し
お
が
廃
船
に
な
っ
た
こ
と
は
残
念
で
す
が
、

再
度
船
名
に
採
用
さ
れ
て
と
て
も
光
栄
で
す
。

自
分
の
子
ど
も
が
で
き
た
よ
う
で
う
れ
し
い

で
す｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。｢

塩
竈
の
美
し
い

港
に
い
つ
も
潮
の
音

が
響
き
渡
る
よ
う
に｣

と
い
う
翁
さ
ん
の
思

い
で
名
付
け
ら
れ
た

「
し
お
ね
」に
乗
っ
て
、

浦
戸
に
足
を
運
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
問 

浦
戸
振
興
課
市
営
汽
船
係
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問 観光交流課人・まち交流係☎364-1165

▲命名者 翁千秋さん

「小道」から、新しいことが見つかるかもしれない「小「小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小道道道道」道」かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららら、ららら、、、、、、新新新新新新ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいここここととととととととととととととととととととががががががががががががががががががががががが見見見見見見つ見見見つつかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかるるるるるるかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかももももももももももももももももししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれななななななななななななななななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいい「小道」から、新しいことが見つかるかもしれない

▲船内では車いすの
　固定ができます。

▲野々島桟橋では、
浦戸小学校の児
童による太鼓演
奏で出迎えられ
ました。

　「塩竈には小道や坂がたくさんあ
ります。それも魅力の一つだと感じ
ます。」と話したのは、観光振興ビ
ジョン推進メンバーの冨谷圭輔さん。
　たくさんある中の一つを教えても
らうと、本町通りから一歩入った小
道は季節の変化を楽しめる面白さが
あると話します。
　「本町通りから杉村惇美術館まで
向かい、第一小学校との間の小道が
特に好きです。」と話しながら、落
ち葉が秋雨にぬれた道筋にたまった
写真を見せてくれました。

　冨谷さんは「小道散策は、普段見
落としがちな小さな変化を感じられ
る魅力がありますね。」と話してく
れました。

　皆さんも、「小道散策」から新しい
ことを発見しませんか。

観光振興ビジョン
推進メンバー
　冨谷 圭輔さん

（※）

「広報しおがま」は、22,800部製作し、１部当たりの経費（印刷・発送）は68円です。 

　塩竈には、「海」「寿司」「神社」など、皆さんもご存知の魅力的な
観光資源がたくさんあります。しかし、このほかにも身近すぎて
気づかない「塩竈の魅力」があるはずです。
　そこで、今年３月に策定した「塩竈市観光振興ビジョン」の、推
進メンバーの皆さんなどがおすすめする「塩竈の魅力」をシリーズ
で紹介していきます。
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